
●
平
成
二
九
年
一
〇
月
二
二
日
（
日
）

　
「
葛
城
地
域
と
壬
申
の
乱
」

　
 

講
師
：
下
大
迫  

幹
洋  

氏

（
香
芝
市
教
育
委
員
会
事
務
局
副
主
幹
）

●
平
成
二
九
年
一
一
月
一
一
日
（
土
）

　
「
花
笠
行
事
の
来
た
道  

―
伊
賀
・
甲
賀
の
花は
な
ば奪

い
行
事
と
伊
勢
南
街
道
の
祇
園
祭—

」

　 

講
師
：
池
田　

淳
（
吉
野
町
教
育
委
員
会
事
務
局
）

●
平
成
二
九
年
一
二
月
一
〇
日
（
日
）

　
「
護
良
親
王
と
元
弘
の
乱
」

　

 

講
師
：
山
田  

徹  

氏
（
同
志
社
大
学
文
学
部
助
教
）

●
平
成
三
〇
年　

二
月
二
五
日
（
日
）

　
「
龍
門
騒
動
の
新
知
見

―
西
谷
区
有
文
書
の
調
査
成
果
か
ら
―
」

　 

講
師
：
谷
山  

正
道  

氏
（
天
理
大
学
前
教
授
）

●
平
成
三
〇
年
　
三
月
一
八
日
（
日
）

　
「
平
成
二
九
年
度 

史
跡
宮
滝
遺
跡
調
査
速
報
」

　 

講
師
：
中
東
洋
行
（
吉
野
町
教
育
委
員
会
事
務
局
）

　

  

時
間
：
一
四
時
～
一
五
時
三
〇 

分

　

  

場
所
：
吉
野
町
中
央
公
民
館　

 

定
員
：
八
〇
名

　

  

費
用
：
各
五
〇
〇
円

【
各
講
座
等
に
ご
参
加
い
た
だ
く
に
は
】

   

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
は
が
き
で
、
吉
野
町
教
育

委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係
ま
で
お
名
前
・
ご
住
所
・

電
話
番
号
・
参
加
希
望
講
座
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
平
成
三
〇
年　

三
月
三
一
日
（
土
）

　
講
演
①
「
壬
申
の
乱
、万
葉
集
、そ
し
て
吉
野
」

　

  

講
師
：
上
野  

誠  

氏
（
奈
良
大
学
文
学
部
教
授
）

　
講
演
②
「
壬
申
の
乱
と
皇
位
継
承
」

　 

ゲ
ス
ト
：
瀧
浪  

貞
子  

氏（
京
都
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

　

対
談
　
上
野  

誠  

氏
　
×
　
瀧
浪  

貞
子  

氏

　

  

時
間
：
一
三
時
三
〇
分
～
一
六
時
三
〇 

分

　

  

場
所
：
吉
野
町
中
央
公
民
館　

 

定
員
：
八
〇
名

　

  

費
用
：
五
〇
〇
円　

  

要
申
し
込
み

●
平
成
二
九
年
一
二
月　

一
日(

金)

　「
斎さ
い
く
う宮
と
斎
宮
歴
史
博
物
館
」

　
　
【
主
な
行
先
】  

斎
宮
歴
史
博
物
館
ほ
か

●
平
成
三
○
年　

一
月
一
九
日(

金)

　「
尼に
ん
じ寺

廃
寺
と
そ
の
周
辺
の
文
化
財
を
歩
く
」

　
　

案
内
人
：
山
下  

隆
次  

氏

（
香
芝
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

●
平
成
三
○
年
　
二
月
二
三
日(

金)

　「
王
寺
町
の
文
化
財
を
歩
く
」

　
　

案
内
人
：
岡
島  
永
昌  

氏（
王
寺
町
地
域
交
流
課
）

　

   

集
合
：
吉
野
歴
史
資
料
館
前　
　

九
時

　
　
　
　

   

吉
野
町
中
央
公
民
館
前　

九
時
一
五
分

　

   

参
加
費
：
五
〇
〇
円
（
観
劇
料
・
燃
料
代
別
）

　

   

解
散
時
間
：
一
七
時
三
〇
分
　
定
員
：
二
〇
名

【 w
ith

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
】

●
平
成
二
九
年
一
一
月
一
八
日(

土)

　「 

大お
な
ん
じ
ま
い

汝
詣
り 

― 

聖
地
と
禊
み
そ
ぎ 

―
」

●
平
成
三
〇
年　

一
月
二
〇
日(

土)

　「
朕わ
れ

、
今
日
汝
ら
と
と
も
に″
庭
〟
に
盟
し
て

　
― 

吉
野
宮
の
庭
・
宮
滝
遺
跡
の
苑え
ん
ち池
遺
構
を
考
え
る 

―
」

●
平
成
三
〇
年　

三
月
　
三
日(

土)

　「
吉
野
山
の
さ
く
ら 

― 

美
し
さ
を
伝
え
る
言
葉
―
」

　  

時
間
：
一
〇
時
三
〇
分
～
一
二
時

　

  

場
所
：and　

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
阿
倍
野

（
大
阪
市
阿
部
野
区
阿
倍
野
筋2-1-40

）

　

  

費
用
：
一
般 

一
、六
二
〇
円  

会
員 

一
、一
八
八
円

【 w
ith

熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー
】

●
平
成
二
九
年
一
二
月
　
九
日(

土)

　「"

川
の
吉
野"

と"

雪
の
吉
野"

か
ら

"

花
の
吉
野"

へ
」

　  

時
間
：
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時  

費
用
：
無
料

　

  

場
所
：
三
重
県
立
熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー

（
三
重
県
尾
鷲
市
向
井
一
二—

四
）

※
連
携
講
座
に
ご
参
加
い
た
だ
く
に
は
、
各
連
携
先

へ
の
お
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
各
お
問
い
合
わ
せ
は
…
】

　

吉
野
町
教
育
委
員
会  

〇
七
四
六
―
三
二
―
〇
一
九
〇 

　

熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー  

〇
五
九
七
―
二
五
―
二
六
六
六

　

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン　

  

〇
六
―
六
六
二
五
―
一
七
七
一
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【特別寄稿】龍門騒動について、今何を問うべきか。－ 谷山 正道氏  「龍門騒動 200 周年に向けて」

龍門のながめ（竜門岳麓を流れる嶽川から南を望む）

　

こ
の
と
こ
ろ
、
吉
野
町
に
と
っ
て
メ

モ
リ
ア
ル
な
年
が
続
い
て
い
ま
す
。
昨

年
は
吉
野
町
制
六
〇
周
年
。
今
年
は
大

津
京
遷せ

ん
と都
一
三
五
〇
年
。
来
年
は
龍
門

騒
動
か
ら
二
〇
〇
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

龍
門
騒
動
と
は
、
現
吉
野
町
の
龍
門

地
域
と
、
現
大
淀
町
内
の
一
部
村
々
が

起
こ
し
た
、
江
戸
時
代
後
期
の
百
姓
一

揆
で
す
。
百
姓
た
ち
を
痛
め
つ
け
た
役

人
の
殺
害
に
ま
で
及
ん
だ
、
激
し
い
一

揆
で
し
た
。

　

今
年
度
、
龍
門
騒
動
の
実
態
を
よ
り

明
ら
か
に
す
べ
く
、
天
理
大
学
前
教
授

の
谷
山
先
生
を
お
招
き
し
、
地
元
自
治

会
の
協
力
を
得
て
、
西
谷
区
有
古
文
書

の
事
前
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

龍
門
騒
動
に
つ
い
て
書
か
れ
た
未
発
表

の
古
文
書
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
！

　

今
、
龍
門
騒
動
か
ら
二
〇
〇
年
を
目

前
に
し
て
、
一
体
何
が
わ
か
っ
て
い
て
、

何
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
本
紙
で
は
、
谷
山
先
生
よ
り
龍
門

騒
動
に
つ
い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　

ヤ
ホ
ー
！
お
な
じ
み
の
モ
ミ
だ
よ
♬

　

最
近
思
う
ん
だ
け
ど
、『
た
ぎ
つ
み
や
ど
こ

ろ
』
っ
て
不
便
だ
よ
ね
。
年
二
回
し
か
出
な
い
か

ら
、
い
つ
次
が
届
く
の
か
ヤ
キ
モ
キ
す
る
し
、「
届

い
た
！
」
っ
て
思
っ
た
ら
、
終
わ
っ
た
講
演
会
の

情
報
が
載
っ
て
た
り
す
る
し
…
。

　

そ
ん
な
文
句
を
担
当
に
言
っ
た
ら
、「
じ
ゃ
あ

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
も
し
ま
し
ょ
う
か
。」
っ
て
。

役
場
の
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
て
く
れ

た
人
に
、
資
料
館
の
情
報
な
ん
か
を
定
期
的
に

メ
ー
ル
配
信
し
て
く
れ
る
ん
だ
っ
て
！

　

今
、
担
当
が
必
死
で
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
準
備

中
だ
よ
。
担
当
が
サ
ボ
ら
な
い
よ
う
に
、
僕
、
毎

日
見
張
っ
て
る
か
ら
！

4

※各イベントは、開始２時間前に何らかの気象警報が吉野町にだされていた場合、中止します。

　

今
年
の
５
月
～
７
月
、
ふ
る
さ
と
教
育
の
一
環

と
し
て
吉
野
北
小
学
校
と
吉
野
小
学
校
※
の
６
年

生
が
、職
場
体
験
と
し
て
吉
野
中
学
校
２
年
生
が
、

や
ま
ん
び
こ
探
検
隊
と
し
て
木
の
子
文
庫
の
み
な

さ
ん
が
、
資
料
館
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
展
示
解

説
、
ど
ん
ぐ
り
調
理
実
験
、
木
簡
ク
イ
ズ
な
ど
を

通
し
て
、
笑
い
あ
り
、
な
る
ほ
ど
あ
り
の
吉
野
歴

史
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。　
　

※
来
館
順

※
平
成
三
〇
年
一
月

　

二
八
日
に
変
更
。



【
特
別
寄
稿
】

天
理
大
学
文
学
部 

前
教
授　

谷
山　

正
道

◇

　

あ
と
三
か
月
ほ
ど
で
、
明
治
維
新
か
ら

一
五
〇
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま

す
。
ま
た
、
来
年
は
、
大
和
国
吉
野
郡
で
龍
門

騒
動
と
呼
ば
れ
る
百
姓
一
揆
が
起
き
て
か
ら

二
〇
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
に
も
あ
た
り
ま

す
。

　

龍
門
騒
動
は
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
の

年
末
に
、
旗
本
中な

か
の
ぼ
う坊

氏
の
知
行
地
で
起
き
ま

し
た
。
十
二
月
十
五
日
の
夜
に
、
中
坊
氏
の
支

配
下
に
あ
っ
た
吉
野
郡
内
の
一
五
か
村
（
石
高

合
計
で
三
五
〇
〇
石
）
の
う
ち
、
矢
治
村
を
除

く
、
小
名
・
柳
・
香
束
・
平
尾
・
西
谷
・
峯
寺
・

志
賀
・
滝
畑
・
立
野
（
現
吉
野
町
内
）
と
、
西

増
・
比
曽
・
矢
走
・
持
尾
・
岩
壺
（
現
大
淀
町
内
）

の
計
一
四
か
村
の
百
姓
数
百
人
が
、
竹
槍
を
携

え
て
平
尾
村
に
あ
っ
た
代
官
所
へ
押
し
寄
せ
た

の
で
す
。
こ
の
年
、
江
戸
の
領
主
の
も
と
か
ら

派
遣
さ
れ
て
き
た
役
人
濱は
ま
じ
ま
　
き
よ
し

嶋
清
ら
が
、
例
年

よ
り
も
年
貢
の
米
納
分
を
増
や
し
て
品
質
を
厳

し
く
吟
味
す
る
と
と
も
に
、
銀
納
分
に
つ
い
て

も
納
入
値
段
の
つ
り
上
げ
を
は
か
り
、
領
民
の

声
を
無
視
し
て
増
徴
を
強
行
し
よ
う
と
し
た
こ

と
が
一
揆
の
原
因
で
し
た
。

◇

　

代
官
所
へ
の
強ご

う
そ訴

を
企
て
た
の
は
、
西
谷
村

細
峠
の
又
兵
衛
さ
ん
や
源
八
さ
ん
ら
で
し
た
。

領
内
の
村
役
人
ら
は
、
合
法
的
な
形
で
年
貢
の

引
き
下
げ
を
求
め
る
訴
願
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
で
は
埒ら

ち

が
明
か
な
い
と
判
断
し
た
又

兵
衛
さ
ん
ら
は
、領
内
の
各
村
へ
張
紙
を
し
て
、

一
揆
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
れ
に

応
じ
た
百
姓
た
ち
が
、
打
ち
合
わ
せ
ど
お
り
に

寄
り
集
ま
り
、
山
口
村
の
大
宮
寺
の
鐘
の
音
を

合
図
に
代
官
所
へ
押
し
寄
せ
た
の
で
す
。
竹
槍

を
携
え
て
一
番
に
代
官
所
内
へ
駆
け
入
っ
た
比

曽
村
の
定
吉
さ
ん
が
、
濱
嶋
に
よ
っ
て
切
ら
れ

る
と
、
百
姓
た
ち
の
怒
り
は
頂
点
に
達
し
、
屋

根
の
上
に
逃
げ
上
っ
た
濱
嶋
を
大
竹
で
突
き
落

と
し
、
竹
槍
な
ど
で
突
き
殺
し
ま
し
た
。
龍
門

騒
動
は
、
過
酷
な
年
貢
の
取
り
立
て
を
行
っ
て

百
姓
た
ち
を
痛
め
つ
け
た
役
人
の
殺
害
に
ま

で
及
ん
だ
と
い
う
点
で
、
全
国
的
に
も
珍
し

い
ケ
ー
ス
で
し
た
。
そ
れ
故
に
処
罰
も
厳
し

く
、
主
謀
者
の
又
兵
衛
さ
ん
が
「
奈
良
町
引
き

廻
し
の
う
え
陣
屋
の
近
く
で
獄ご

く
も
ん門
」、
西
谷
村

の
林
蔵
さ
ん
な
ど
三
人
が
「
死
罪
」、
一
七
人

が
「
重

じ
ゅ
う
つ
い
ほ
う

追
放
」、
五
人
が
「
所
と
こ
ろ
ば
ら
い

払
」、
六
六
人
が

「
過か

り
ょ
う料
」（
罰
金
刑
）
と
さ
れ
た
ほ
か
、
関
係
し

た
一
四
か
村
、
年
預
庄
屋
と
各
村
の
庄
屋
・
年

寄
・
惣
百
姓
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
過
料
」
が
課

せ
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
処
分
の
申
し
渡
し
ま

で
に
、
主
謀
者
の
又
兵
衛
さ
ん
や
「
死
罪
」
と

さ
れ
た
三
人
を
は
じ
め
、
こ
の
一
揆
に
関
わ
っ

た
二
七
人
が
す
で
に
命
を
落
と
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
奈
良
奉
行
所
で
の
厳

し
い
取
り
調
べ
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
、
一
揆

は
終
結
し
ま
し
た
が
、
一
揆
の
精
神
は
、「
一

つ
と
え　

龍
門
騒
動
は
大
騒
動　

二
十
ま
で
つ

く
っ
た
手
ま
り
唄　

う
た
お
う
か
い
な
」
で
始

ま
り
、「
二
十
で
お
さ
ま
る
こ
の
唄
は　

う
と

う
て
お
く
れ
孫
子
供　

た
の
む
わ
い
な
」
で
終

わ
る
手
ま
り
唄
に
託
し
て
、
後
世
ま
で
伝
え
ら

れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

◇

　

龍
門
騒
動
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
国
民

的
歴
史
学
運
動
が
推
進
さ
れ
る
な
か
で
注
目
さ

れ
、
木
村
博
一
氏
ら
に
よ
っ
て
、
掘
り
起
こ
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
、「
大
和
の

龍
門
騒
動
」
と
題
す
る
論
文
（『
歴
史
評
論
』

四
一
号
、
一
九
五
三
年
）
な
ど
と
し
て
、
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
六
五
年
ほ
ど
に

も
な
り
ま
す
が
、
そ
の
間
に
当
一
揆
の
処
罰
に

関
す
る
史
料
な
ど
、
い
く
つ
か
の
関
係
史
料
が

発
見
さ
れ
た
も
の
の
、
木
村
氏
ら
の
研
究
成
果

を
大
き
く
乗
り
越
え
る
よ
う
な
成
果
は
、
い
ま

だ
に
現
れ
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
で
十
分
で
あ
る

と
い
う
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
①
一
揆
前
の

村
落
の
状
況
は
ど
う
で
あ
り
、
一
揆
後
に
は
ど

う
な
っ
た
の
か
、
②
一
揆
前
の
年
貢
収
奪
の
動

向
は
ど
う
で
あ
り
、
一
揆
後
に
は
ど
う
な
っ
た

の
か
、
③
一
揆
の
中
心
と
な
っ
た
村
々
と
、
追

従
す
る
形
で
参
加
し
た
村
々
、
ま
た
唯
一
参
加

し
な
か
っ
た
矢
治
村
と
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
っ

た
の
か
、
④
一
揆
を
リ
ー
ド
し
た
人
々
は
、
ど

の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
村
の
な
か
で
ど
の
よ

う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
、
⑤
有
名
な
手
ま
り

唄
は
、い
つ
頃
に
誰
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
か
、

と
い
っ
た
重
要
な
問
題
が
、
ほ
と
ん
ど
未
解
明

の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
き
明
か
し
て
い
く
た
め

に
は
、各
村
に
残
っ
て
い
る
古
文
書
の
調
査（
発

掘
）
が
不
可
欠
で
あ
り
、
先
日
か
ら
吉
野
町
教

育
委
員
会
の
事
業
と
し
て
、
地
元
の
方
々
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
、
西
谷
の
区
有
文
書
を
皮
切

り
に
、
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
龍
門
騒
動

２
０
０
周
年
に
向
け
て
、
地
元
で
結
成
さ
れ
て

い
ま
す「
龍
門
騒
動
を
考
え
る
会
」の
メ
ン
バ
ー

の
方
々
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
こ
の
一
揆
の
実

像
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
を
進
め
て
い
き
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。　

【
著
者
紹
介
】

   

谷
山
　
正
道
（
た
に
や
ま　

ま
さ
み
ち
）

　

専
門
は
大
和
を
中
心
と
し
た
江
戸
時
代
（
特

に
民
衆
運
動
）に
つ
い
て
。
広
島
大
学
博
士（
文

学
）。
広
島
大
学
助
教
授
を
経
て
天
理
大
学
文

学
部
教
授
。
二
〇
一
七
年
三
月
退
職
。

　

主
な
著
書
に
、『
近
世
民
衆
運
動
の
展
開
』

（
一
九
九
四
）、『
奈
良
県
の
歴
史
』（
二
〇
〇
三
）、

『
民
衆
運
動
か
ら
み
る
幕
末
維
新
』（
二
〇
一
七
）

な
ど
。
吉
野
町
で
は
二
〇
一
五
年
・
二
〇
一
六

年
に
龍
門
騒
動
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
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